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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

In　1986　the　 CIE　whiteness 　formula　 was 　 reco 皿 menended 　for　 a　 way 　of　 the　 evaluation 　 by
CIE ．　 A 　histQry　 of 　establishing 　the　CIE 　whiteness 　formula　 was 　described．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

　1986年 ， CIE は 白色度を評価す る方法 と して CIE 白色度式を勧告した。そ こ で そ の CIE

白色度式の 成立 した経過 に つ い て 記述 したい 。

1．は じめ に

　白色物質 の 白さ を数量的 に評 価 しよ うとす る試 み は古

くか ら行われて き た が，蛍光増白剤 の 普及に ともな っ て

白さ の 評 価 は一段 と困 難 性 を 増 して き た。しか し白色 度

を何 らか の 数値 で 評価 したい とい う各界からの 要望 に は

根 強 い もの が あ り，CIE 測 色技 術委員会は 白 色 度 の

順位 づ けや数量 的表現 の 可能性 ・CIE と し て 推奨 で

きる 白色度式 を見 つ ける こ とを 目的 と して 白色度小委員

会 （Whiteness　Subcommittee　 1967〜1975年） を 組織

して 白色度 の 共同研究を行 い ，そ の 後 は 白色 度 研究 班

（WTF 　Whiteness　Task　Force ） が研究を進 め ， 1986

年 に は正 式 に CIE 白色度式を勧告 した。こ の 方式 は わ

が 国で もJIS 化 が 進 め られて い るの で ，C 工E 白色度

式が成立 した経緯を記 述 し， 参考に 供 した い 。

2 ．CIE 測色技術委員会 の 活動

　1967年 ，
CIE　Washington 大会の 時 に測 色 委 員 会

（E ・1 ・3 ・　 1） の 予備会議で ，R ．G ．W ．　Hunt が 白色度

小委員会の 設 立 を提案し，1969年 に Stockholm の 測色

技術委員会 （T ．c ．L3 ）で そ の 小委員会 （以 下委 員 会

とい う） が 発足 した。 メ ンバ ーは A ．Berger （ドィ ッ），
F．Grum （ア メ リカ），　 R ．　S．　Hunter （ア メ リカ ），

　 P ．

Stensby（ア メ リカ ），
　 A ．　S．　Stenius（議長， ス エ

ーデ

ン ），EJ ．J．　Clarke （イ ギ リス ），　 R ．S邑ve （フ ラ ン ス ），

N ・Justova（ソ ビ ェ ト），　 E．Ganz （ス イ ス ），　 T ．福 田

（日 本）で ，1971年以降は Clarkeか ら D ．J．　McCone11

に か わ り，
R ．D ．　Lozano （ア ル ゼ ン チ ン） が 新た に加わ

っ た 。 ま た 同年 B．Berglund （ス エ ーデ ン ） と Hunter

が，1973年 か らは T 、印東 （日本）が コ ン サ ル タ ン トを

務 め た。

2．1．　委員会 の 経過

　委員会 は公式 に 6 回開催し，そ れ以外に も非公 式 な会

議を 開 い た 。

　初回 は 1969年 に， St。 ckholm で 行 っ た。 こ の 委員会

で は白色度 の 視感判定を実施 し，測色器で 試料を測色し

て さまざまな白色度式 に対 し白色度評 価を行 うこ とを決

定した。当初，実験 に 用 い る試料 は12個としたが ， 僅か

の 緑味 や 赤味を好む被験者が 存在す るの で ，試料 の 色度

座標が白色点を通 る黄一青軸 に 沿 う試料だ けで な く緑味

や赤味を有す る 試料も含め，試料数を拡大す る こ とを要

請 した。

　1971年，2 回目の 会議 は Barcelonaで 行 っ た e 共同

実験の 内容に つ い て 次の よ うに 詳 しく提案 した 。

　｛i〕試料 ： 材質 に つ い て 多 々 議論が あ っ た が ，   同
一

材

質で あ る こ と　  白色空 間内の ど の 区域で も染 色可 能 な

こ と　   繊維 で な く，しか もマ ッ トで あ る こ と　  沢山

の 試料を作れ る こ と　   廉価 で あ る こ と，な どを 考 慮 し

て 紙を用 い る こ とに 決 ま っ た。大 き さ は 7 × 10cmの 6 重

に した もの と し， 蛍光剤をパ ル プ に処理 した無光沢 な も

の で ， カ レ ン ダー処理 の み を施す こ と に な っ た 。試料 は
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が 用 意 す る こ とを申し出た。 試料数は用 い る 色

差 ス テ ッ プに よ り変わ り， もし識別 い きの約2 倍 の 色差

ス テ ッ プで 試料を作 る とす る と約1000〜1500個 の 膨大な

試料数とな る。 そ こで Berger は   無彩点 D6sを含む 白

色空間内の 黄色域試料群，  無彩点を含む僅か に青味を

もつ 試料群 ，   白色空間と して 可 能な限 り青味方向の 試

料群，の 3 ミク ロ ス ペ ース に 分類 し，各 ミ ク ロ ス ペ ース

を そ れ ぞ れ 21個，．400 セ．ッ トを作成す る こ とを 約束 し

た 。

　〔ii陂 験者 ： 白色 度 評 価 の 経 験 者及 び 未経験者 の 両者を

対象 とす る。 経験者 と して は 塗料 ・洗剤 ・紙 ・繊維 ・プ

ラ ス チ ッ ク業界な どに携わ る 専門家，未経験者 は 主 婦
・

会社員な ど とす る 。 但 し被験者数 は 各国最 低 100 人 で，

国家 ・人種間 の 相違 も調 査 で き る よ うに計 っ た 。 各国 に

配布する試料 の 組数 は以 下 の 通 りに決 っ た 。

　 ア メ リカ 35組，イ ギ リス 35組，ス エ ーデ ン 35組 ， ソ ビ

　エ ト45組，オ ラ ン ダ20組 ， 日 本35組 ，
ス イ ス 35組，ド

　イ ツ 35組 ．

　幽試料の分光放射輝度率の 測定 ： 光源は フ ィ ル タを掛

けな い キ セ ノ ン （短 ア ーク）放電 ラ ン プを使用 す る 。 照

明受光 の 条件は 0／d また は d／0 で 共 に正 反射成分 も

含ん で 測定す る。 測色計算は標準 の 光 D65 に 対 して C 王

E1964補助標準観測者を使用する。 また Berger が同
一

試料の 均一性を保つ た め に個 々 の 試料を 測定 して ， カ ナ

ダ NRC で そ の 絶対値 の 校正 測定 を す る こ と に決 っ た 。

　囲判定法 ： 各ミク ロ ス ペ ース ごとに
一

対比較を行 う。

ま た ミ ク ロ ス ペ ース 間は サ ン プ リン グ法を用 い て 評 価

し，両結果か ら全試料 の 白色度を評価す る。

　（v ］観測条件 ： 光源 と して は北窓昼光ま た は 標 準 の 光

D6s に 近 い 光源を用 い る 。 背景 は波長 350〜750nm で 非

選 択 的 な N7 ．5〜8．5の 灰色 で あ る こ と とす る 。

　倒評価方法 ： 評価尺度 は ± 1 の 2 段階か ± 2 の 5 段階

で ， タ イ は許 さ な い 。

以 上 が Barcelona に お ける 会議で 主 と して 決定 した。

　1972年，3 回 目の 会議 は Williamsburg に お い て 限

られ た メ ン バ ーだ け で 行 っ た 。 そ こ で は前回決定 した 試

料で は大きすぎる とい う意 見 が 多数 を 占 め た 。 さ らに硫

究 の 方向性 を 知 る た め に 本実験 の 前 に Round 　 Robin

Test を行 う こ とを 決定 した 。　 Round 　Robin 　Test の 参

加国 は イ ギ リス ・フ ラ ン ス
・

ド イ ツ
・ス エ

ーデ ン ・ス イ

ス ・ア メ リカ ・さ らに 後 か らア ル ゼ ン チ ン が 加わ っ た。

Berger1）が56試料を 6 セ ッ ト用 意 し，そ の う ち30試料を

選び，／0試料ずつ 3 つ の ミ ク ロ ス ペ ース を 構成 した。試

料は 7 種 の 染料と 5 種 の 蛍 光増白剤 を用 い て 染色 と し，

そ の 大きさ は 6 × 9   で ある 。 Figl は 試料 の 色度点 を

示 した もの で，3 ミ ク ロ ス ペ ース （グ ル ープ A ，B ，C ）

はそ れ ぞ れ1 試あり， 各 ミ ク ロ ペ ース の 試料番号 は

　 グル ープ A ： 1
，
3

，
10

，工2，16，26，40，46，50， 53

　 グ ル ープ B ： 7，8 ，13，19， 23， 27，37 ，
43

，
54

　 グル ープ C ： 5
，
6

，
9 ，15，20，21，30，35 ，

　38，　56

で あ る。 ま た （ ）内の 値 は三 刺激中の Y を あ らわ す 。

　被験者 の 条件や 観測条件 な ど に つ い て は前回 に決定 し

た こ とを そ の ま ま踏襲す る こ ととし，視感判定 は
一

対比

較法 の ほ か に順位法と マ グ ＝ チ ユ ード評価法 を加え る こ

とに した 。 但 し，

一対比較法で は 試料を ラ ン ダ ム に選 ぶ

こ と とする。ま た 判定結果の 分析 は
一

意性 ・一致性 な ど

を調査 した後，ス ケール 化 ・因子分析を行 うこ と に 決定

した 。

　一方，Ganz は独 自の 研究 を行 い ， 以 下 の よ うな発表

を行 っ た 。
Ganz は視感判定に よ る 白色度 の 順位 づ けが

色度図上 の ある主波 長 と光源 の 色度点を結 ぶ 直線 に
一致

す る こ とを発見 し，そ の 主波長を次式で 表わ した。

　　 v（λ）二 拠一＝瀏鴨 （勲
一

鋭 ）（crw− 〃の監
　　 v（A）− Xw 　　　 Σ 恥 （Vw − Xt ）

2

こ こ で ：w ，Uw は 光源 の 色度座標 ，
　 X （2），y（A） は 主波長

を示す ス ペ ク トル 軌跡上 の 色度座標， Vi，yi は 試料 の 色

度座標 ，
Wi は白色度を示す。 ま た 好 み の 色 の 個人差 に

つ いて は 直線 の ス ロ ープ を変化 させ て表わ した 。 こ れ ら

の こ と か らGanz は白色度式にふ さわ しい 式 として ， 次

の 3種 の 直線タイ プ の 白色度式を研究する こ とを 提案 し

た。

w1　＝1 　fi・B ＋γ
・G ＋ α

・A ＋K1

恥 ＝λ・L 十 v ・∂十A ・a 十K2

賄 ＝
ε
・y＋ ρ

・針 σ
・y÷ K ・

　 こ こ で B ，G ，A は適応す る フ ィ ル ターと次式 に よ る三

刺激値 に 関連 した 光度計の 値で あ る。

　　X ＝＝fmA・A 十ftB’B ，　 Y ．・G ，　 Zr 勧 ・B

ftA，fxB，fsは 照明 と用 い た 標準観測者 の 函数，
　L，　a ，　b は

Hunter の L
，
a

。
　b 座標 ，

　 Ys　x ，　y は CIE 表色系 に おけ

る 視感 反 射率 Y と色度座 標 X ，y で あ る 。

　翌 1973 年 に 4 回 目 の 会議を LeverKussen で 行 い ，

Round 　R 。bin　Test の 結果 を 次の よ う に分 析 した 。 実

験に参加 した被験者数 は総勢 177 名で ，一
対比較 に つ い

て はサ ース トン の 方法 を 用 い て順位づ け を 行 っ た が 因子

分析 も可能 で あ る こ と，ま た 白 さ の 知覚 に対す る 個人差

の範囲が見 つ か り ， 被験者 が赤味好み
・
緑味好 み ・

青味

好 み ・ニ ユ ー・一トラル 好み に分類 で き る こ とが判明 した 。

さらに観察状況 につ い て 光源 を
一
定に すべ きで ある とい

う意見 が 出た が ， 結論は出な か っ た 。

　 Ganz2）・3）は前回の 続 きとして ， 色相の 好みの 主 波長は

470nm で ， こ の 直線 との ず れ の 角度φが色相 の 好み を

特性づ け，λd＝・470nm を色相 の 好みの 基準線 と す る

と ， 赤味好みは約 ＋ 90
°・

緑味好み は約
一90°

の 方向へ 角

度 φがずれ るこ と を報告した 。

　 そ の 他 ，
Round 　 Robin　Test 以外 の 実験 が必要で あ

る と い う提案があ っ た。

　 同 年 7 月に イ ギ リス の York で 5 回目の 会議 が あ っ

っ た。こ こ で Ganz は Round 　Robin 　Test の う ち136

一
対比較の 結果 ， 色 相 の 好 み の 角度 φF は赤味好み φ諞

十 67
°

， 緑昧好み φ諤
一66

°

，ニ ュ
ート ラ ル 好 み ll− O°で
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あ っ た こ とを発表 した 。 　ま た Grum は光源 の 影響 につ

い て マ ク ベ ス 蛍光 ラ ン プ と昼光下 で は評価結果 が異 な る

こ とを指摘 した 。

　 そ の 他 の 単独研究の 発表 の 後 ， 冷まで の 経緯を1975年

の CIE 　Lond 。 n 大会で報告する こ とが決定した 。

　そ の 後 ， 1974年 に 委員会 の 議長で あ る Stenius は下

記 の 質閥状 を Berger
，
　 Grum

，
　 Lezano

，
　 McConnel1 ，

Sさve ，　 Ganz に送付 し，メ ン バ ーの見解を得 た 。

　〔i倭 員会 で は委員会内で 行 な つ て きた実験研究 の みを

推奨する の か ？ （数値は人数を示す）

　　 yes　 3　　 no 　4

　｛三il白色度を研究す る に あたり，下記 の 4 項目を推奨す

る べ きか ど うか ？

　 a ・白色度 の 視感判定 に おける実験条件

　 　 yes　 6　　 no 　 l

　 b ．白色度 の 計量心 理 学的評価

　　 yes　 5　　 no 　 2

　 c ，白色度の 測定器

　　 yes　 7　　 no 　 O

　 d．変数 の 選択 と用い 方

　　 yes　 7　　 no 　 O

　鬮光源 は標準 の 光 D6s と一
致するもの で な け れ ば い

けない の か ？

　　 yes　 7　　 no 　 O

　働標準の光D65 に近似す る光源を得 るの は困難 で ある

が，使用 した光源の 特性を 明確 にする必要は ある か ？

　　 yes　 6　　 no 　 1

　｛v 照 度は定め るべ きか ？

　 　 yes　 6　　 no 　 1

　幡 そ の 最低限度 は どの 位か ？

　　 10001x 以上 　 2　 800〜10001x 　 1　 5001x 　 2

　（vii ）試料 の 周囲の 明 度 V の 許 容 範 囲 を与 え る べ きか ？

与え る と した らどの 位 が よ い か ？

　　 yes　 6 （V ≒ 8）　 no 　 1

　（viii ）試料の 大 きさは どの 位 が よ い か ？

　 　 10× IOcm　 1

　（ix）白 さ の 評 価 に 対 し，計量 心 理学的 ス ケーリ ン グ で

な く非計量法を用 い て もよ い か ？

　　yes　 4　　 no 　 3

　（x ＞CIE 表色系 の 1931標準観測者と 1964 補助標準観

測者 の どち らを 用 い るべ き か ？

　　両方　 4　　 1964補助標準観測者　3

　（xi ）どの よ うな 白色度式 と変数 が 推奨 さ れれば よ い か

？

　　未定　 7

　（xii ）Round 　Robin 　Test の 結果 に 真憑性が あ るか ？

　　yes　 2　　 no 　 4

　1975年 の CIE　London 大会 で ，
　 T ．　C ．1．3 白色度小

委員会 は 6 回目の会議を開い た 。 そ こ で は次 の よ うに委

員会 の経過報告を行 っ た諍 な お （ ） 内は報告者で あ

る 。

　｛i［使用 した試料と測定値｝ζつ いて （Berger）

　倒
一

対比較法 と順位法 に よ る視感判 定 の 結 果　（Ste・

niUS ）
5 ）

　 鬮視感判定の 評価 （Ganz）

　飼 白色度 の 評価 （Grum ）

　 ｛v 〕白色度 の 計量心 理 学 的研 究 （Lozano ）
〒）

　 圃 白色度 の 知覚的評 価 に お け る方法 的 研 究 （Berglu

nd ，Stenius）6 ）

　〈vii ）機 器 の 詳細と白色度 の 測 定 評 価 （Ganz ）
3 ）

　 （viii ）白色度 の 文献調査 （S色ve ）

　（ix）白色度式 と視感 判定 の 相関 （Ganz ）
16 ）

　（幻 将来の 活動

な ど に つ い て そ れ ぞ れ が 発表 した 後 ， ｛i〕〜（ix＞まで の レ ポ

ート は
“die　Farbe”

に公表
1）・

5＞・
fi）・7＞・

16）する こ と が 決定 し

た。

　また会議 で は蛍光試料 の 白色度評価 に おけ る視感判定

と機器測色 の 再現性は光源 の 分光分布 に依存 し， 標準 の

光 D65 に
一

致する光源 で 実験を行わな い こ と が 白 色 度

評価 の 不
一

致 の 主 因で あると い う意見 が 多数を支配 し，

技術進歩 に期待がかけられた。

　そ の 後，委員会 は
一

応解散する こ とが決定し ， 白色度

式 が 確定するまで 暫定的 に 自色度研究班 （以下WTF ）

として存続す る こ とに な っ た 。

2．2WTF の 活動

　 1977年 Troy で WTF 初の 委員会を開き
8）

，
　 Brockes

が議長 に就任 した 。 ま た将来の プ ロ グ ラ ム に次 の 3 項 目

を掲げた。

　（i）実験試料 の 準備

　（ii｝実験評価 の 種類

　　 a ．闇接法 とス ケーリ ン グ法

　　 b ．直接法

　　 c ．多次元的ス ケ ーリン グ法 （TORSCA ）

　鬮 白色度式 の 提 案

　併 せ て 試料 の 色度図内で の 分布配置 と判定方法 に つ い

て 討議 し， 最 も有用 な 白色度式を得 る こ とを 再確 認 し

た。

　1978年 g月，Brockes は
』
「白色度式の 研究 に 対 し提

案され る第
一

草案
9）
」 をWTF メ ン バ ーに配布 した 。 そ

の 中で 白色度式 の 基本として BGA
，
　 X ／X ，

・YfYo ・Z／
Zo

，
　 Yxy 型 の 3 タ イ プ を あげ ， こ の うち Yxy 型 の 直線

式を推奨する こ とを報告した 。

　ユ979年 1月，WTF は会議を開き，　 Brockes が 次 の

よ うな 第 2 草案
1° ）

を メ ン バ ーに 発表 した 。 そ れ は 白色度

の 視感判定を混乱させ る大きな要因は   蛍光増 白物質 の

そ れ ぞ れ異 な る励紀を惹き起 こ す光源 の 相違，  被験者

の 個入差 ・職種差 ・地域差で あ る こ とを改め て 確認 した

後 ， 白色度式は色味や蛍光 に あまり差 が な い 白色試料 に

対 して ，同 じ機器 で 測定を行 っ て 白色度 を算出した 時 の

比較に用 い るべ きで あるとした。

’
従 っ て 色味の あ る試料
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は視感 判定 の差 を導 くの で，個々 の 被験 者の 色相の 好み

に応 じて 係数 が変 え られ る 白色 度式 が必要で あ る と し

た。そ こ で 白 さの 範囲 を 次の よ うに 考え た 。

　　】♂＞ 70，　▼レ
z
＞ 40，　

− 6 く T ＜6

こ こ で Y は視感反 射率，W は白色 度，　 T は色味で あ る。

また 複雑 な式 で はそ れ らの 変数が 正 確 に評 価 されな い こ

と な ど も考慮 に入 れて ，
Ganz が 攝案す る 次式を 白色 度

式 に 推奨 した。

　　 w ・一　Y十 a （x − Xn ）十 b（y− Yn）

こ こ で Xn ，　Yn は標準 の 光 D6s 下 の 完 全 拡散 反 射面の 色

度座標，α，b の 数値 は， ニ
ュ
ーF ラ ル 好み に対 して は

a ＃・− 800，b・・− 1700，緑味好み に 対 して は a ＝＝− 1700
，

bニー900，赤味好 み に 対 して は a ・−800，う一一30GO と し

た 。 ま た色味 （テ ィ ン ト　T ） を表わ す量 と して 次式を

用 い る こ とを提案した。

　　丁翆一c（x
− Xn ）十 d（u

− Yn）

こ こ で c
，
d の 数値は CIE1931 標準観測者 に 対 して は ‘

＝＝　1000，
d − 700

，
CIEI964 補助標準観測者 に 対 して は

c＝＝：900，4 ＝800と した。

　 こ の よ うに 白色度式を直線型 に す る と い う Brockes

の 提案に 対 し，会議 の 席上，Grum ，　 Brockes ，　 Ganz が

賛成を，また Stenius が 反対の 意を 表明 した。

　さ らに Hunt （当時丁．　C ．1。3 委 員 長 ） は上記の 白色

度式 の 色味 T の 範囲 を狭 くす る こ とを提案 した。

2．3 直線型 白色度式

　1979年 ，
CIE 　Kyoto 大会で は Brockes の 代 り に

Ganz がWT 』F の 報告を 行い ， なぜ 直 線式 を提 案 した か

につ い て 次の よ うに 詳述 して い る 。

t1 ）・エ2）

　被験者の もつ 色相の 好み に対応で き る 白色 度式 をつ く

るた め に ，2 つ の 解決方法 を委員会 で 論 じた。 1つ は個

々 の 被験者の 等白色度線を捜 して 平均等 白色 度線 を見 つ

け る こ と，2 つ め は 多くの 被験者 の 判定を直接平均 して

か ら等白色度線 を作成する こ とで あ る。 しか し前者 は膨

大な実験データを必要 とす る た め実際 に は無理 な の で ，

2 つ め の 方法か ら得 られ る平 均被験者 と最 もよ く相関す

る最適変数を求め ，そ の よ うな変 数を も ち且 つ 数 学 的構

造の 格好の よ い 白色度式 を提 案 した い 。 こ うして 得 られ

る白色度式 は青
一
黄色方向に 散 らば る試 料 に 対 して 高 い

相関を 持つ と考え られ る が，残念な が らWTF で は 充分

な 実験結果が な い の で 等白色 度線 の 信 頼性 は低 く，好 ま

れ る最高の 白の 周辺 の 楕 円休 を基礎 と した平均白色度式

を 提案す る こ とは で きなか っ た。従 っ て 充 分 な実 験 的背

景を もつ 楕円体 の 軸 の 長 さ と方向及び 最高 の 白とい うも

の を定義する こ と もで き な い。しか し，も し個 々 の 最適

な 等白色 度線 で 大変 明る く，しか も青を中心 と した 細 い

楕円 体で 青
一
黄色 方向に 長軸を 持つ な らば，直線式 の 形

に す る こ とは 可能で あ る。また楕 円体を赤一緑方向に 変

化 させ る こ と もで きる 。 そ こ で 被験者 の 結果 を平均す る

と巾広い 楕円体 とな る が，直線と して近似す る こ とがで

き，こ れ が 白色度式 を直線式 と して 提案で き る理 由で あ

る と Ganz は説明 した 。 な お， 赤 ・緑味好み に 尅応す

る 白色 度 式 は 二 者 間 の 選 択 と して 与え られ るが ， 現 実 に

必要 と され る か ど うか は今後の 課 題 で ある こ とも付 け加

えた 。

　 この Ganz の 報告 に 加え て ，上記白色度式 と視感判

定の 相 関が プニ0．8〜0，99 と い う 非常に高 い 相関を示 し

た 結果が あ る とい う報告 もあ っ た。18）

　また 会議 で は 白色度 研 究 を続行す るか ど うか に つ い て

非公式の 投票が あ り，賛成15 ・反 対 1 で 続行する こ とが

決 ま っ た 。

　1980年， Brockes は上記の 白色度式 の 適用範囲を次

の よ うに 狭 くした い こ と を メ ン バ ーに 報告した 。

13〕

　　40 く 耳zく 5Y − 280，　　− 3＜ コ「ur く
一
←3

2．4　 CIE 白色度式の 誕生

　1981年，AIC 　Berlin 大会中に関係 グル ープ に よ り論

議が か わ され，
a

白色度の 評価
”

と して 推奨で きる最終報

告を WTF 委員会 に 提出しだ
生）

。 その 内容 は ， 白色度式

W 及び W エo ， 色味に つ い て は Tm 及び Tm
，iO を C 工 E

と して 勧告す る。 い ずれ も標準の 光 D6sの 下で 評 価 す る

試料 の 白色度比較に 用 い る こ とを目的とす る 。 但 し， 白

色度式 は 白と呼ばれ る試料 に対 して の み用 い，色や蛍光

の 強 い 試料に 対して は 不適当で ある 。 また試料の 測定は

同時に 且 つ 同じ機器で 行な わな ければ な らな い。そ して

白色度が 与え る 値は絶対値 で は なく，相対値で あ る こ と

を付け加えて お く。 以下に 白色 度式を 紹介す る と，

　　 τ兀厂＝Yl −800（Xn −
x ）十1700（9n− y）

　　Wlo ＝Ylo一ト800（Xn 、lo
− XtO ）

一
ト1700（Yn，tO− Ylo）

　　Tm 　一：　IOOO（Xn −
x ）

− 650（Yn− U）

　　Tuγ，10＝900（1；n ，tO− xlo ）− 650（Un，lo − YtO）

こ こ で Y は 試料 の 三 刺激値 の
一

つ Y
，

x ，　y は試料の 色

度座標，Xn ，Yn は完全拡散反射面の 色度 座標で CIE

1931 標準観測 者 に対 して は xn ＝0．3127，
　 y＝O．　329e，ま

た yie，x ユ・，y・。 はCIE1964 補助標準観測者に対す る同

様 の 値で Xn ，lb；・O．3138，
　 yn，iO　・・　O．　3310，

　 Tva 及 び Tw
，1。

はそれ ぞれ色味を表わす量で あ る。

　但 し，次 の 条項を 付記 して い る 。

　（i［W 及び Wi ・ の よ り高い 値，よ り大 きい 方が白色度

が大 きい 。
Tw 及 び Tm ，・・ の よ り大きい正 の 値 は緑味の

強い こ とを示 し，よ り高い 負の 値は赤味 の 強 い こ とを示

す。 完全拡散反 射面 に 対 して W 及び W ・D は 100 と な

る。まt：　Tif 及び Tve，10 は 0 とな る。

　働強い 色味試料に 対 して 白色度式 は用 い ら れ な い。

そ の 範囲 は

　　4｛〕く W ，
Wlo ＜5Y − 280，

　　 − 3＜ Tw，　Tme ＜ 十3

で あ る。

　aii）色味 の 式 ｝S　x ，　y と xlo ，　Yloの 色度図中 の 主波長 466

nm の 線に ほ ぼ平行 に走 る直線で あ る。

　  W ，凱 o ま た TPt，　Trr±o の等差 は常に 白色度の 等知

覚差を示 さ な い 。 な ぜ な らば ， こ うした知 覚的 属性を も
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ち均等 に相関す る白色度及 び 色味 の 測定 は さらに複雑 な

式で な ければな らず ， 現状で は 不可 能 で あ る。

　会議で は 上記 の 草案につ い て 賛否 を 図 り，賛成 20 ・反

対 3 で CIE 白色度式として 勧告する こ とが 内定 した。

そ の 後 ， 1986年 の CIE　Publication で 正 式な 公表 を 行

っ た
15＞。
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図表

Fig1 ：試料 の 色度点 （A ・Berger 著
“Description　 of

　　　sample
”i）よ り）

　　　　　　　　　　　　（受付 ： 昭 和 63年 4 月15日）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 oso 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 o．11　 奠

　　　　　　Figl ：試料の 色度点

（A ．Berger 著
“Description　of　sample

” i）よ り）
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